
（別紙３）

～ R6年9月31日

（対象者数） 30名 （回答者数） 24名

～ R6年9月31日

（対象者数） ４名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

余暇時間や集団活動のみならず様々な活動において利用児童

の意見を反映させ、取り組めるよう支援を行う。

2

利用児童や保護者の意向を反映させ楽しく、集団活動体験が

積めるよう支援します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

平日の午前に療育相談の時間を設け、その案内を行ってい

る。

2

3

○事業所名 Childrenサポート遊楽相生

○保護者評価実施期間
R6年9月1日

○保護者評価有効回答数

R6年9月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R６年10月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

療育に関する相談の機会の創出 利用児童がいる時間は落ち着いて相談の時間をとることができ

ず、利用児童がいない時間は保護者の方がお仕事しているなど

時間的都合が会いづらい。

利用児童の満足度 利用児の意見を積極的に取り入れプログラムに反映させてい

る。

近くに公園や広場があること 事業所内の活動だけでなく、外でも安全に遊べ、季節を感じる

行事や集団遊びをできる。

事業所における自己評価総括表公表


